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介護や福祉に関わる職員（以下介護職員等）の処遇改善については、国によりこれまで何

度かの取組みが行われてきました。 2024 年 6 月介護報酬改定及び障害福祉サービス等報

酬改定においては、介護職員等の更なる処遇改善として、それぞれ「介護職員等特定処遇改

善加算」「福祉・介護職員等特定処遇改善加算」（以下新加算）が創設され、当法人において

も算定を行っております。 

 

当該加算算定にあたっては、以下の 3つの要件を満たしている必要があります 

1．現行加算の職場環境等要件に関し、複数の取組を行っていること 

2．現行加算に基づく取組について見える化を行っていること 

 （「見える化」要件とは、新加算の取得状況と賃金改善以外の処遇改善に関する具体的な取

組内容を、ホームページの活用等、外部から見える形で公表することです。） 

 

この要件に基づいた当法人の取組みは以下のとおりです。 

●加算の取得状況 

・介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ） 

・福祉・介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ） 

 

●賃金以外の処遇改善に関する具体的な取り組み内容 

1.入職促進に向けた取り組み 

 法人の理念を理解し、ともにまちづくりをしたいと希望する方は高年齢者や経験者・資格

者等の有無にこだわらず、常に受け入れる体制を整えている。地域の学校からの職業体験、

お祭りへの参加を通し、地域への発信を行っている。 

2.資質の向上やキャリアアップに向けた支援 

 働きながら介護福祉士等の資格取得研修の受講支援や、より専門性の高い支援技術（喀痰

吸引等）を習得する希望者と面談し、それに対する研修費用の負担など支援を行っている。 

3.両立支援・多様な働き方の推進 

 一部法人が負担支援を行う福利厚生制度、メンタルヘルス等のスタッフの相談窓口を設

置している。 

4.腰痛を含む心身の健康管理 



 ボディメカニクスに基づく介護方法の研修や腰痛予防研修を毎年行っており、リフトの

使用など腰痛対策を行っている。健康診断は全職員を対象とし実施している。事故やトラ

ブルへの対応マニュアル等を作成し、体制整備をしている。 

5.生産性向上のための業務改善の取り組み 

 整理、整頓、清掃、清潔、躾等研修や実践で職場環境の整備をしている。 

 業務手順書の作成や介護ソフトを利用し、業務量の削減を行い、記録書や報告書等を随時

見直し、改善することにより作業負担を軽減している。 

6.やりがい・働きがいの構成 

 スタッフ会議等で毎月業務改善点を話し合い、運営報告会において地域の相談事項や利

用者や家族からの意見や謝意を伝え、意見交換、情報交換、支援の事例等をはじめとする

運営にかかわる様々な情報提供を行っている。地域の児童を招待し、高齢者と接する機会

を提供したり、法人の防災訓練や秋祭りなどのイベントに近隣住民もお呼びし交流を図

っている。 
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